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技術を組み合せ，⾮機能要求の⾃動分類結果を定量的観点で視覚化することで要約データ
を⽣成する
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• 要 求 仕 様 書 を ⼊ ⼒ と し て ， 前 処 理 後 ， CNN ， オ ン ト ロ ジ ー 2 つ の ア ル ゴ リ ズ ム で 計 算 し ，
合議アルゴリズムによって各要求がどの分類に当たるのかを決定

• ⼊ ⼒ さ れ た 要 求 仕 様 書 に は ， ど の ⾮ 機 能 要 求 が ど の 程 度 定 義 さ れ て い る の か を 可 視 化 し 、
グラフを含めた形で整理することで定量要約結果を出⼒

合議アルゴリズムの考え⽅

合議アルゴリズムは1つの要求を𝒓𝒊 ，1つのタイプを𝒕𝒋 ，分類タイプ数𝜶を11と定義し、CNN⼿法，
オントロジー⼿法で得られた分類確率を順位に変換したデータ𝒓𝒂𝒏𝒌𝑪𝑵𝑵 𝒓𝒊, 𝒕𝒋  ， 𝒓𝒂𝒏𝒌𝑫𝑶 𝒓𝒊, 𝒕𝒋 と
することで合議アルゴリズムから出⼒される結果である𝒗𝒂𝒍𝒖𝒆𝑪𝒐𝒏𝒔 𝒓𝒊, 𝒕𝒋 を求める．


